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関東平野中央部・筑波台地西部に分布する上部更新統下総層群常総層にみられるテフラ層の分析
Tephra of the Upper Pleistocene Joso Formation, Shimosa Group in the western Tsukuba
Upland, central Kanto Plain
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関東平野では，MIS 5eの大規模海進により広範囲に海域（古東京湾）が出現後，小海退と小海進（MIS
5d～4）を挟みながら陸化していった．筑波台地とその周辺地域において，木下層が堆積，離水してMIS 5eの地
形面を形成した後，常総層が堆積，離水してMIS 5c・5aの地形面を形成したことが知られている．常総層は地
形面との関連やテフロクロノロジー，堆積相解析に基づき層序区分がなされてきた．本研究では，常総層にお
ける時間軸の向上と，層序区分と地形面との対応をより詳細に明らかにすることを目的として，茨城県中央部
に分布する筑波台地西部を対象として堆積相解析とテフロクロノロジーを実施した．その結果，池田ほか
（1982）の竜ヶ崎下位面，宇野沢ほか（1988）の常総面，大井ほか（2013）の常総面・石塚面に分布する常総
層において，厚さ30～70cmの湿地相と厚さ40～80cmのチャネル相より構成される堆積ユニットが，2～4ユ
ニット認められた．野外で識別されたテフラ層のうち，鉱物組成とSEM-EDSによる火山ガラスの化学組成の結果
から，常総層を被覆するローム層からはHk-TP（約66ka；青木ほか，2008）と考えられる層が，常総層からは
On-Ng（約85ka；長橋ほか，2007）やOn-Pm1（約96ka；青木ほか，2008）と対比される可能性のある層が確認さ
れた．以上の調査結果は，周辺地域における常総層研究と地形発達について，有効な対比データとなることが
期待される． 
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